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スキャン回数理論値算出計算について 

 
Picket Fence Mode/ Ladder Mode 

 

ライン上を移動するバーコードをレーザースキャナで読取る方法には、“picket fence（ピケットフェンス）”タ

イプと、“ladder（ラダー）”タイプとがあります。プリンタライン上の場合、“Picket fence” タイプは移動するバ

ーコードの高さ方向に直交してレーザー光を発光させることをいいます。また “Ladder” タイプでは移動す

るバーコードの長さ方向に沿ってレーザー光を発光させます。 

 

Set to Ladder Mode  

 
     

 

 

 

  

 

                                                           

Set to Picket Fence Mode  
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Picket Fence Mode （ピケットフェンスモード） 
 

Ｐｉｃｋｅｔ Ｆｅｎｃｅ 移動方向 
 

                                                           

 

Laser Beam 
 

 

 

このピケットフェンスモードでは、スキャン回数（理論値）を以下の公式で求めることができます。 

 

ＳＮ＝（ＬＨ/ＬＳ）＊ＳＳ 

 
ＳＮ＝スキャン回数（理論値） 

LＨ=バーコードラベルの高さ（ｍｍ） 

ＬＳ＝バーコードラベルの移動速度（ｍｍ/秒） 

ＳＳ＝ＴＣ１００のスキャン速度（１,,５００スキャン/秒） 

 

上記の計算式によって算出された値には、完全に行われているかどうかわからない最初と最後のスキャンが含まれて

いるため、正確にはこの算出値から２を引いてスキャン回数の補正を行うことが望ましいでしょう。 

 

例えば、ＴｒｕＳｐｅｃ１００（１,５００スキャン/秒）で移動速度１,５００ｍｍ/秒、高さ１０ｍｍの料金代理収納ＥＡＮ

１２８バーコードを読取ると仮定した場合、ＴｒｕＳｐｅｃ１００が実行できるスキャン回数は次のようになります。 

 

（１０/１５００）＊１５００＝１０（理論値） 

 

上記の計算値から２を引いて、スキャン回数の補正をした場合には 

１０－２＝８（補正後のスキャン回数） 
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Ladder Mode（ラダーモード） 
 

Laser Beam 
 

                                                           

 

 

 

 

 

Ladder 移動方向 
 

このラダートラベリングでは、スキャン回数（理論値）を以下の公式で求めることができます。 

 

ＳＮ＝[（ＦＷ－ＬＷ）/ＬＳ]＊ＳＳ 

ＳＮ＝スキャン回数（理論値） 

ＦＷ＝読取りフィールド幅（ｍｍ） 

LW=バーコードの長さ（ｍｍ） 

ＬＳ＝バーコードラベルの移動速度（ｍｍ/秒） 

ＳＳ＝ＴＣ１００のスキャン速度（１５００スキャン/秒） 

 

上記の計算式によって算出された値には、完全に行われているかどうかわからない最初と最後のスキャン

が含まれているため、正確にはこの算出値から２を引いてスキャン回数の補正を行うことが望ましいでしょ

う。 

例えば、ＴｒｕＳｐｅｃ１００（１,５００スキャン/秒）で移動速度１,５００ｍｍ/秒、読取りフィールド２０３ｍｍ、バーコー

ドの長さ５３ｍｍの料金代理収納ＥＡＮ１２８バーコードを読取ると仮定した場合、ＴｒｕＳｐｅｃ１００が実行できる

スキャン回数は次のようになります。 

 

[（２０３－５３）/１５００]＊１５００＝１５０（理論値） 

 

上記の計算値から２を引いて、スキャン回数の補正をした場合には 

１５０－２＝１４８（補正後のスキャン回数） 

 


